
～みんなが主役の自治体改善運動

連 載
セ
ン
タ
ー
で
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
申

込
み
と
受
験
し
や
す
い
環
境
を
整
え
た
。

こ
の
結
果
、
事
務
職
の
応
募
は
、
10
人
程

度
の
採
用
枠
に
対
し
て
前
年
度
比
２・
７

倍
の
１
０
０
０
人
を
超
え
、
今
も
維
持
し

続
け
て
い
る
。

　
第
３
の
課
題
は
、
生
駒
を
愛
し
、
共
に

市
民
と
挑
戦
・
成
長
し
て
い
く
「
優
秀
な

政
に
活
力
と
新
し
い
風
を
も
た
ら
す
人
材

を
見
つ
け
出
す
こ
と
で
き
た
。

　
ま
た
、
こ
の
と
き
に
採
用
し
た
職
員
が

中
心
に
な
っ
て
自
主
勉
強
会
を
立
ち
上
げ

る
な
ど
、
少
し
ず
つ
成
果
も
出
て
き
て
い

る
。
さ
ら
に
、
面
接
官
を
務
め
た
職
員
に

は
、
良
い
人
材
を
見
つ
け
出
す
「
眼
」
を

養
い
、
自
分
が
選
ん
だ
職
員
を
育
成
し
よ

　
地
方
創
生
時
代
に
自
治
体
が
生
き
残
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
職
員
が
市
民
と
と
も

に
挑
戦
・
成
長
し
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
２
０
１
２
年
度
か

ら
小
紫
雅
史
副
市
長
（
現
市
長
）
が
採
用

試
験
改
革
を
掲
げ
、
人
事
課
を
中
心
に
採

用
改
革
に
着
手
し
た
。

　

優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

三
つ
の
課
題
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
課
題
に

対
し
て
、
人
事
課
職
員
が
、
㈱
リ
ク
ル
ー

ト
キ
ャ
リ
ア
と
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、

研
修
会
等
で
他
自
治
体
と
情
報
交
換
し
な

が
ら
、最
も
良
い
採
用
方
法
を
模
索
し
た
。

　
第
１
の
課
題
は
、「
採
用
の
時
期
」。
優

秀
な
人
材
を
青
田
買
い
す
る
大
企
業
に
対

抗
す
べ
く
、
公
務
員
採
用
内
定
の
時
期
を

見
直
し
た
。
９
月
以
降
に
実
施
し
て
い
た

採
用
試
験
の
受
付
を
、
全
国
で
最
も
早
い

４
月
１
日
か
ら
始
め
、
８
月
ま
で
に
内
定

を
出
し
、
大
企
業
や
都
道
府
県
、
政
令
指

定
都
市
と
競
え
る
下
地
を
整
え
た
。

　

第
２
の
課
題
は
、「
広
く
人
材
を
集
め

る
こ
と
」。
全
国
か
ら
人
材
を
募
集
す
る

た
め
、
１
次
試
験
に
お
い
て
、
法
律
等
の

知
識
が
必
要
な
公
務
員
試
験
を
廃
止
し
、

全
国
の
自
治
体
で
は
珍
し
い
「
Ｓ
Ｐ
Ｉ
３

（
総
合
能
力
試
験
）」
を
採
用
す
る
と
と
も

に
、
試
験
申
込
み
の
完
全
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
を
図
っ
た
。
受
験
者
は
全
国
の
テ
ス
ト

て
、
５
人
の
若
手
職
員
を
モ
デ
ル
に
ア
イ

ド
ル
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
さ

せ
る
お
し
ゃ
れ
な
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
た
。

こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
、

テ
レ
ビ
番
組
、
新
聞
な
ど
で
広
く
紹
介
さ

れ
、
認
知
度
を
一
気
に
上
げ
た
。

　

さ
ら
に
、
12
月
に
公
務
員
セ
ミ
ナ
ー
、

３
月
に
採
用
試
験
説
明
会
を
開
催
し
た
。

大
学
等
の
就
職
説
明
会
（
特
に
民
間
企
業

の
集
ま
る
説
明
会
）
に
は
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

を
連
れ
て
参
加
し
、
若
手
職
員
か
ら
生
駒

市
の
仕
事
の
魅
力
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル

し
た
。

　
採
用
方
法
の
改
革
に
よ
っ
て
、
新
規
採

用
職
員
は
、
多
数
の
応
募
者
か
ら
厳
選
す

る
こ
と
が
で
き
、質
的
に
向
上
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
公
務
員
と
し
て
必
要
な
法
律

の
知
識
を
身
に
付
け
な
が
ら
、
意
欲
を
低

下
さ
せ
な
い
よ
う
職
務
に
挑
戦
す
る
機
会

を
提
供
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
既
存
の
職
員
は
、
新
入
職
員
の

手
本
と
な
る
よ
う
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
実
践

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
14
年
度
に
改
訂
し
た

「
人
材
育
成
基
本
方
針
」
を
基
に
、
方
針

と
人
事
評
価
と
を
し
っ
か
り
リ
ン
ク
さ
せ
、

階
層
ご
と
の
育
成
目
標
を
設
定
し
て
、
人

材
育
成
し
て
い
く
仕
組
み
の
改
善
や
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
力
の
向
上
が
求
め
ら
れ
る
。

人
材
の
確
保
」。「
人
物
を
観
る
」
た
め
、

面
接
は
回
数
を
２
倍
に
し
、
面
接
官
の
研

修
を
受
け
た
理
事
者
、
管
理
職
、
係
長
の

約
50
人
で
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
面
接
の
審

査
基
準
を
見
直
し
、
Ｓ
Ｐ
Ｉ
３
の
結
果
を

参
考
に
し
た
面
接
を
行
っ
た
。そ
の
結
果
、

多
数
の
目
で
多
角
的
に
人
物
を
評
価
す
る

こ
と
が
で
き
、
総
合
的
に
志
が
高
く
、
行

う
と
い
う
姿
勢
が
芽
生
え
て
き
た
。

　

Ｓ
Ｐ
Ｉ
３
を
活
用
し
た
採
用
試
験
は
、

翌
年
度
に
は
他
自
治
体
に
真
似
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
生
駒
市
を
選
ん
で
も
ら
う
た
め

に
、「
現
状
打
破
。
未
来
に
進
め
。」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
広
報
広
聴
課
の
協
力
を
得

＊ 自治体で長年改善運動を推進してきた熱き職員と行政経営デザイナー元吉由紀子が共同で2013年に設立。自
治体における改善運動が行政経営の目的や状況に応じて効果的かつ効率的に進められるよう、実践事例情報を収
集、分析、ナレッジ化して情報発信、実践活用することを目的として活動している。ホームページ、Facebook
「自治体改善の輪」を運営。共著に『地方が元気になる 自治体経営を変える改善運動』（東洋経済新報社）。

自治体改善マネジメント研究会（＊）

回15第

挑
戦
し
続
け
る
た
め
の
採
用
改
革

広
報
で
他
自
治
体
と
差
別
化
を
図
る

今
後
の
課
題

地方創生の第一歩は
採用から

奈良県生駒市知浦太一
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